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現職教員
研修報告
知的障害教育におけるＳＳＴを取り入れた
外国語の指導内容表の検討
―北海道における特別支援学校高等部への悉皆調査から―
北海道星置養護学校ほしみ高等学園　吉田　史人 ( 指導教員：柘植　雅義）
　平成２９年３月に公示された学習指導要領において，通常学校との学びの連続性を重視した対応が求められるよう
になり，特別支援教育の枠組みの中でも外国語についての在り方を問われることとなった。そこで第一に，特別支援
学校高等部への外国語の実態に関する質問紙調査を行った。第二に，知的障害教育において外国語にソーシャルスキ
ルトレーニング ( 以下，ＳＳＴ ) を取り入れた先行研究の成果を踏まえ，ＳＳＴを取り入れた外国語の指導内容表
( 試案 )（以下，本試案 ) を作成した。第三に，作成した本試案の有効性や実用的な指導内容について追加調査し，
本研究の成果や課題が明らかになった。また，追加調査の結果をもとに知的障害教育におけるＳＳＴを取り入れた外
国語の指導内容表 ( 以下，指導内容表 ) を完成させた。
キー・ワード：知的障害特別支援学校高等部　ＳＳＴ　外国語　指導内容表
Ⅰ 目的
　小学校の特別支援学級における外国語活動において，
ＳＳＴを導入し児童のコミュニケーション能力や児童同
士のかかわりの向上に効果があるとの報告があった。小
学校のみならず特別支援学校高等部の外国語においても
同様の効果があるのではないかと考えた。そこで本研究
では，第一に，特別支援学校高等部の外国語の実態を質
問紙調査から明らかにする。第二に，調査から見えてく
る課題等を解決するために本試案を作成する。第三に，
本試案の有効性と実用的な指導内容について検討するこ
と，指導内容表を完成させることを目的とした。
Ⅱ 方法
１　第一研究　外国語の実態に関する質問紙調査
　⑴対象：特別支援学校高等部　全 49 校
　　　　　学校長・外国語教諭（各 1 名）
　⑵方法：郵送調査法（悉皆調査）
２　第二研究　本試案の作成
　 ・「特別支援教育」「指導内容表」「外国語」などの
キー・ワードを CiNii で検索した。
　・特別支援学校高等部 8 校から資料提供
　・生徒に育みたい資質能力・課題点の整理
　　　→上記 3 点を踏まえて本試案に反映させた。
３　 第三研究　本試案の有効性と実用的な指導内容の検
討に関する質問紙調査と面接調査
　⑴対象：第一研究の回答者
　⑵方法：質問紙調査（21 校）→郵送調査法
　　　　　面接調査（3 校）　　→半構造化面接
Ⅲ 結果
１　第一研究　回収率：67.3%
　⑴指導内容表を作成した学校：48.5%
　⑵指導内容表を活用した感想「良い」：62.5%
　 ⑶指導内容表を作成していない学校で年間指導計画作
成時に困った経験がある：88.2%
　⑷外国語において実践している指導内容
　「自分の名前を伝える会話表現を覚える」：95.2%
　「あいさつの表現を覚える」：95.2%
　⑸外国語が必要である：72.4％
　⑹外国語の授業準備で困った経験がある：85.7%
　 ⑺生徒に育みたい資質 ･ 能力 :「相手に配慮しながら
コミュニケーションを図る」：62.5%
２　第二研究
　文献研究及び第一研究の調査結果を踏まえて本試案に
掲載する題材を決定した。表 1 に記載する。 
表１ 作成した内容表の題材一覧と活用した第一研究の実態調査の項目
題材一覧 活用した第一研究の実態調査の項目
題材１：自己紹介の表現
（あいさつじゃんけん）
① あいさつの表現を覚える活動
② 自分の名前を伝えるための会話を覚える活動
題材 ：好きなもの・嫌いなもの ③ 自分の好みを伝えるための表現を覚える活動
題材３：買い物をしよう ④ 相手に配慮しながらコミュニケーションを図
ろうとする態度を養うこと題材４：〇〇貸して
題材５：ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを読む・書く ⑤ ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを読む活動・書く活動
題材６：デジタル絵本 ④ 相手に配慮しながらコミュニケーションを図
ろうとする態度を養うこと
３　第三研究
　質問紙調査 (21 校 ) 　回収率：66.7％
　⑴ＳＳＴを取り入れた外国語の理解度と実践経験
　　　　「理解度」：71.4%，「実践経験」：42.9%
　⑵最も実用的な題材：題材 1 　 78.6％
　⑶本試案は効果がある：100.0%
　面接調査 (3 校 )
　⑴ＳＳＴの理解度：理解している　 66.7%
　⑵実用的な指導内容がある：66.7%
　⑶本試案は効果がある：100.0%
　→調査結果を踏まえて指導内容表を完成させた。
Ⅳ 考察
１ 　成果　外国語の実態が明らかになった。指導内容表
( 試案 ) の有効性が示され，外国語の授業準備等の困
難さを解消することが期待される。
２ 　課題　生徒の評価方法を検討し，授業で実践するこ
とで，指導内容表の教育的効果をエビデンスとして蓄
積していくことが望まれる。
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１　研究開発事業
　・教材・指導法データベース事業の推進
　　　附属学校教育局、附属特別支援学校 5校、人間系・障害科学域との連携研究体制の維持、教材や指導
法の研究の推進
　　　学内の関連研究組織との研究連携の推進
　　　教材・指導法データベースのフォームの改善
　　　教材・指導法データベースの内容の充実
　　　教材・指導法データベース英語版パンフレット・教材集の作成
　　　教材・指導法データベース学習会の開催
　・現職教員研修プログラムの効果の検証
　・海外の研修員および研修生が国内研修で得た知見やこれまでの国際教育協力の成果の検証、　海外教育
支援プログラムの改善に向けた協力
　・「筑波大学特別支援教育研究」第 12 巻の発刊（平成 30 年 3 月）
　・附属特別支援学校間の連携研究の推進
　　「聴覚特別支援学校幼稚部乳幼児相談及び肢体不自由特別支援学校小学部重複学級の実践から、教育の
可能性を探る」
　　　（筑波大学附属桐が丘特別支援学校、筑波大学附属聴覚特別支援学校）
　　「抽象的思考に難しさのある聴覚障害児・肢体不自由児の算数・数学科の指導法の研究」
　　　（筑波大学附属桐が丘特別支援学校、筑波大学附属聴覚特別支援学校）
２　教員研修事業
　・現職教員研修事業の運営
　　　現職教員研修生 2名
　　　（北海道、静岡県の各教育委員会からの推薦・派遣）
　　　センター教員および教育局教員による講義（9回），センター教諭による演習（15 回），
　　　附属特別支援学校における実習，障害科学専攻等での講義聴講，
　・免許法認定公開講座の運営（第 1欄，第 2欄及び第 3欄）
　　　平成 29 年 7 月 24 日 ( 月 ) ～ 8 月 4 日 ( 金 ) 　
　　　筑波大学東京キャンパス文京校舎　のべ受講者数 459 名
　　　「特別支援教育の基礎理論」「視覚障害の理解」「聴覚障害の理解」
　　　「知的障害の理解」「肢体不自由の理解」「視覚障害の指導法」
　　　「聴覚障害の指導法」「知的障害の指導法」「肢体不自由の指導法」
　　　「障害児の心理・生理・病理・教育課程・指導法論」
　・国際教育協力事業の受託
　　　 JICA筑波　課題別研修「障がいのある子どものための授業づくり」
　　　研修員 12 名（アフガニスタン 1名、フィジー 1名、ケニア 2名、レソト 1名、モンゴル 1名、　　
ミャンマー 1名、パラオ 1名、サモア 1名、ソロモン 2名、ベトナム 1名）
　　　受託期間：平成 29 年 10 月 2 日～平成 30 年 3 月 9 日
　　　本邦研修実施期間：平成 29 年 11 月 19 日（日）～ 12 月 16 日（土）
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３　理解啓発事業
　・センター主催セミナー
　　・シリーズ第 23 回　特別支援教育の伸展（8）
　　　－指導法の豊かさを願って：先輩からのエールⅡ－
　　　平成 29 年 9 月 30 日（土）13：30 ～ 16：30
　　　筑波大学東京キャンパス文京校舎　 134 会議室 54 名参加
　　　　講師：高村　明良（全国高等学校長協会入試点訳事業部専務理事、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元筑波大学附属視覚特別支援学校教諭）
　　　　　　：瀬戸口裕二（名寄市立大学教授、元筑波大学附属久里浜特別支援学校教諭）
　　　　　　：長田　実（元倉敷市立短期大学教授、元筑波大学附属桐が丘特別支援学校教諭）
　　・シリーズ第 24 回　特別支援教育の今後を語る
　　　平成 30 年 3 月 26 日（月）13：30 ～ 16：30
　　　筑波大学東京キャンパス文京校舎　 134 講義室
　　　第１部「筑波大学附属特別支援学校間連携研究報告」
　　　第２部「特別支援教育の今後を語る」
　　　話題提供者：川間健之介（筑波大学人間系教授）
　　　　　　　　：米田宏樹（筑波大学人間系准教授）
　　　　　　　　：根本文雄（筑波大学附属大塚特別支援学校副校長）
　　　　　　　　：雷坂浩之（筑波大学附属久里浜特別支援学校副校長）
　　　指定討論者：佐藤克敏（京都教育大学発達障害学科教授）
４　連携・コーディネート事業
〈学内〉
　・5附属連絡会議の開催
　　　 4月、5月、6月、7月、9月、10 月、11 月、1月、2月、3月
　・教材・データベース学習会の開催
　　　 5附属連絡会議終了後に続けて同会場にて開催
　　　（なお、６月　附属視覚特別支援学校 , 　１月　附属久里浜特別支援学校にて開催）
〈学外〉
　・国立大学法人障害児教育関連センター連絡協議会との連携
５　広報活動
　・センターパンフレットの作成（6月）
　・SNERC通信の発行（5月、9月、1月、3月）
　・ホームページの運営および管理
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６　運営及び各種委員会活動
　・運営委員会の開催
　・5附属連絡会議の開催
　・センタースタッフ会議の開催
　・各種委員会等
　　研究推進会議
　　国際教育推進委員会
　　附属学校教育局情報環境委員会
　　支援教育推進委員会
　　普通・特別支援附属連携推進委員会
　　免許状更新講習「東京地区」推進委員会
　　附属学校教育局研修委員会
　　広報戦略推進委員会
　　附属学校将来構想検討委員会・特別支援教育の在り方WG
　　特別支援教育研究センター機能強化検討WG
